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歳入不足を一般会計からの繰入金で対

応しているが、説明を求める。

（町長）簡易水道事業については、1 7

年度決算で５億8 , 0 0 2万円、1 8年度計画

が５億8 , 7 7 5万円である。公債費を差し引

いた維持管理に要する繰入金の部分は、

1 7年度決算で１億6 , 9 0 8万円、1 8年度計

画で１億6 , 4 8 4万円となる。下水道事業に

ついての繰入金を公債費を除いた部分で

見ると、1 7年度決算が１億8 2 2万円、1 8年

度計画が１億4 6 4万円である。農業集落

排水事業では公債費を除いたもの

が、1 7年度決算が7 , 9 6 3万円、1 8年

度計画で7 , 4 8 4万円である。農業

集落排水事業では、1 7年度決算で

1 , 0 5 9万円、1 8年度計画で1 , 1 3 8万

円となっている。

公債費のピーク

は簡易水道事業

では1 8年度。下

水道事業では、

2 2年度。農業集落排水事業では2 4年度。漁業

集落排水事業では1 8年度と見込んでいる。

これからの運営改善策を問う。

（町長）維持管理費の節約に努めると

共に、水道事業については、1 7年度に設置

した給水単価検討協議会で、下水道事業に

ついては、今年度に下水道使用料検討協議

会を設置し、適正使用料について検討する。

これからの下水道工事計画を問う。

（部長）現在進行中の事業の完成を待

って、町の生活排水処理基本計画に沿っ

て進める。
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９月８日本会議終了後、全員協議会に

おいて中学校統合問題の中間報告がなさ

れた。内容はこれ迄の経緯を踏まえて４

校案を成案として理解を求める会と認識

したが、議員の声は多岐にわたっていた。

1 2月議会に提案予定と伺っているが今後

どの様に進めていく予定か。また４校案

に向けて改築事業費は1 6億6 , 7 0 0万円の

概算（東和中改築費は仮設校舎含めて９

億2 , 6 0 0万円）であるが、どう考えるか。

（教育長）これ迄3 6回の説明会

を行ってきた。現段階では住民感

情、保護者の意志を尊重し、４

校案で進めることが教育委員会

のとるべき道と考える。現状の

学校規模では４校案にもメリット

があることを理解頂きたい。また東和

中校舎においては、耐震１次診断の結

果、耐震補強が不可能な状態。財政状

況は厳しい中ではあるが、将来の２校

案も視野に入れての改築と考えている。

保護者や地域の感情を尊重する

ことが統合の可否を左右するとの判断

は、やはり理解に苦しむ。目的はどこ

迄も教育である。現段階で改築に踏み切

り、近い将来であろう次の統合時には今

以上に難しい総合問題になりかねない。

単に問題先送りの様に思う。参考とし

て柳井市は約9 0 0名の生徒を１校（案）

へ。当町は3 9 0名である。焦ることなく

より慎重に将来の方向を定めて、子供

たちにとって最高の教育が受けられる

様に推進して頂きたい。
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